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1) 2002 年 2 月 7 日、名古屋瑞穂ロータリークラブ第
1075 例会にて講演。同クラブの許可を得て機関紙
WEEKLY REPORT より再掲。 これは日本の文化なのか、教師の責任なのか分か
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りませんが、子供が 98 点を取っても、私達大人は「あ
と２点足りない」と叱ってしまいますから、子供達
はなかなか誉めてもらえません。こうした教育を長
年受け、しかも成績もあまり良くない学生達はとて
も叱られ上手で、叱られ慣れしています。しかし、
誉められ慣れしていないため、誉められることには
弱く、アルバイトの現場や入った会社で「よくやっ
てくれた」と誉められただけで、本当にパワーの源
になります。ですから、良いところを見つけ、誉め
てあげることによって、長い間走って来た助走を高
いジャンプへと近づけることができます。 
誉めるときは全体に誉めるのではなく、よく見て、
できるだけ小さなポイントを具体的に誉めてくださ
い。更に、「さすがに○○君だね」といったかたちで
誉めると、今までこちらがその彼を信頼し、よく見
ていたことが伝わって効果がありまし、叱るときも、
「君としたことが」とつけ加えますと、相当きつく
叱られても、“今度こそ”と元気が出ます。このよう
な叱り言葉を入れつつ、相手をよく見て誉める、そ
して何とか良いジャンプをさせてあげるのが大人の
責任ではないかと思います。 
今の若者の心の奥底を少し想いはかってみると、
そこには非常に良い方向を向いたプラスの面があり、
それを認めることで、私達もお互いに少し歩み寄れ
るところがあるのではないかと思う次第でございま
す。 
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